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3 玩具は、純玩具では、①変身ベルト DXファイズドライバー②爆竜合体 DXアバレンオー③




























































 2006年度には、設定の異なった 2 パターン、合計 4 回の「木材を使用した遊び道具づくりワー
クショップ」を実践した。ワークショップの主催者、ワークショップ名、テーマ、実践日、実
践場所 ､活動時間、対象学年を次に示す。
 1 ）山梨大学教育人間科学部山梨幼児野外教育研究会主催、『幼児 OB（小学生）キャンプク
ラフト』7）、「動物太鼓づくり」、平成16年 8 月 5 日、山梨県立本栖湖青少年スポーツセンター、
活動時間は 3 ～ 4 時間、対象は小学 1 年生～ 5 年生
 2 ）山梨大学教育人間科学部山梨幼児野外教育研究会主催、『幼児キャンプクラフト』8）、「動




活動時間は 2 日の合計で 6 時間、対象は小学 1 年生～ 6 年生
 4 ）名古屋女子大学主催、『名古屋女子大学オープンカレッジ（小学生）夏休み工作教室』9）・
「動物太鼓づくりと自由工作」、平成16年 8 月17・18日の午後講座、名古屋女子大学、活動時間




にアンケート調査を行なった。それぞれの調査概要と調査結果を表 1 と 2 に、キャンプクラフ
トの製作風景と作品を図 1 ～ 6 に、オープンカレッジ工作教室における製作風景と作品を図 7 
～12に示した。カウンセラーを対象とした調査項目は次の 9 項目である。 1 ．テーマ・内容につ
いて、 2 ．参加者の反応について、 3 ．道具使用について、 4 ．工夫について、 5 ．カウンセラー自身
の指導について、 6 ．マニュアルについて、 7 ．子ども用マニュアルについて、 8 ．ものづくり経験
について、 9 ．ワークショップの評価と参加意志について。表中のグラフは母数は異なるが人数
と百分率で示した。なお、母数が少ないため統計的な処理は行なっていない。
















































































































20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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6 1 4 1①
20％ 40％ 60％ 80％ 100％
査項目 1 ～ 3  5 ～ 7 ■そう思う   ■どちらでもない  調査項目 4 ■大変工夫していた ■工夫していた
              ■そう思わない ■回答なし             ■工夫していない  ■回答なし    
－ 72 －
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20％ 40％ 60％ 80％ 100％
調査項目 1 ～ 3  7 ～ 1 ■そう思う   ■どちらでもない  調査項目 4 ■大変工夫していた ■工夫していた
             ■そう思わない ■回答なし             ■工夫していない  ■回答なし
調査項目 5         ■ある     ■ない       調査項目 6 ■はい       ■いいえ
－ 72 －
名古屋女子大学紀要 第 51 号（人文・社会編） ものづくりワークショップの実践的研究（Ⅰ）
－ 73 －









図 1 釘打ち 図 2 鋸で木材を切断 図 3 クリックドリルで穴あけ
図 4 サンドペーパーで角を丸める 図 5 タコ糸を通し結ぶ 図 6 完成して音だし
図 7 ボンドをつけて釘打ち 図 8 タッカーで合成紙を止める 図 9 紐結び
図10 にわとり型太鼓が完成 図11 発表会で牛型太鼓を発表 図12 発表会でキリン型太鼓を発表
－ 74 －
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